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はじめにはじめにはじめにはじめに

Oracle Collaboration Suite の検索機能を使用すると、Oracle Collaboration Suite 内のどこに
存在するコンテンツでも検索できます。

検索対象領域は、Oracle Collaboration Suite 管理者が Oracle Collaboration Suite を構成する
方法によって決まります。たとえば、Oracle Collaboration Suite 管理者が Oracle Email およ
び Oracle Files のみを構成した場合、検索機能では Oracle Email および Oracle Files のみを
検索します。

また、検索機能には、オプションで Web サイトを検索する便利な機能も含まれています。

このマニュアルは、次のように構成されています。

� 第 1 章「名前による項目の検索」

� 第 2 章「コンテンツによる項目の検索」

� 第 3 章「ユーザーによる項目の検索」

� 第 4 章「日付による項目の検索」

� 第 5 章「検索対象領域の選択」

� 第 6 章「検索結果の表示」

注意注意注意注意 : Oracle Collaboration Suite 管理者は Web サイトを、企業イントラ
ネットなどの任意の形態に構成できます。
iii
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名前による項目の検
1

名前による項目の検索名前による項目の検索名前による項目の検索名前による項目の検索

名前による項目の検索を使用すると、Oracle Files でアクセス可能なドキュメント、フォル
ダおよびファイルの名前、Oracle Email の電子メール・メッセージの「件名」「件名」「件名」「件名」フィールド、
ならびに Web サイトの Web ページのタイトルが、入力した検索文字列に従ってすべて検索
されます。

名前によって項目を検索するには、次の手順を実行します。

1. 「オブジェクト名」「オブジェクト名」「オブジェクト名」「オブジェクト名」フィールドに検索文字列を入力します。

2. 「検索」「検索」「検索」「検索」をクリックします。

注意注意注意注意 : 検索条件を消去するには、「クリア」「クリア」「クリア」「クリア」をクリックします。Oracle9iAS 
Portal ページに戻るには、「「「「Portal に戻る」に戻る」に戻る」に戻る」グローバル・ボタンをクリックし
ます。
索 1-1
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コンテンツによる項目の検
2

コンテンツによる項目の検索コンテンツによる項目の検索コンテンツによる項目の検索コンテンツによる項目の検索

コンテンツによる項目の検索を使用すると、Oracle Files でアクセス可能なドキュメントの
内容、Oracle Email の電子メール・メッセージのボディ、ならびに Web サイトの Web ペー
ジのコンテンツが、入力した検索文字列に従ってすべて検索されます。

コンテンツによって項目を検索するには、次の手順を実行します。

1. 「コンテンツ」「コンテンツ」「コンテンツ」「コンテンツ」フィールドに検索文字列を入力します。

2. 「検索」「検索」「検索」「検索」をクリックします。
索 2-1
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ユーザーによる項目の検
3

ユーザーによる項目の検索ユーザーによる項目の検索ユーザーによる項目の検索ユーザーによる項目の検索

ユーザーによる項目の検索を使用すると、Oracle Files でアクセス可能なドキュメントや
フォルダの作成者または最終更新者、Oracle Email のメッセージ・ヘッダーの「宛先」「宛先」「宛先」「宛先」、「送「送「送「送
信者」信者」信者」信者」または「「「「CC」」」」フィールドのユーザー、ならびに Web サイトの Web ページのコンテ
ンツ・ユーザーが、入力した検索文字列に従ってすべて検索されます。

ユーザーによって項目を検索するには、次の手順を実行します。

1. 「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに検索文字列を入力します。

2. 「検索」「検索」「検索」「検索」をクリックします。
索 3-1
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日付による項目の検
4

日付による項目の検索日付による項目の検索日付による項目の検索日付による項目の検索

日付による項目の検索を使用すると、Oracle Files でアクセス可能なドキュメントやフォル
ダの作成日と最終更新日、ならびに Oracle Email のメッセージの送信日が、指定した条件に
従って検索されます。

日付によって項目を検索するには、次の手順を実行します。

1. 「日付」「日付」「日付」「日付」フィールドに日付を入力します。

入力した日付の検索条件として、「以前」「以前」「以前」「以前」、「「「「=」」」」または「以降」「以降」「以降」「以降」をドロップダウン・リス
トから選択します。

2. 「検索」「検索」「検索」「検索」をクリックします。

注意注意注意注意 : 日付は、01-jul-2002 のように、DD-MMM-YYYY という書式で指定す
る必要があります。
索 4-1
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検索対象領域の選
5

検索対象領域の選択検索対象領域の選択検索対象領域の選択検索対象領域の選択

検索機能では、デフォルトで「場所」「場所」「場所」「場所」フィールドのすべてのチェックボックスが選択されま
す。任意のボックスを選択または選択解除することにより、検索対象を特定の領域に制限で
きます。

検索する領域を選択するには、検索する領域の横のチェックボックスを選択または選択解除
します。

注意注意注意注意 : Oracle Collaboration Suite 管理者が Oracle Collaboration Suite の特
定の領域を構成していない場合、その領域はリストに表示されません。
択 5-1
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検索結果の表
6

検索結果の表示検索結果の表示検索結果の表示検索結果の表示

検索条件を入力して「検索」「検索」「検索」「検索」をクリックすると、検索結果が検索条件の下の「結果」「結果」「結果」「結果」セク
ションに表示されます。結果は、検出された Oracle Collaboration Suite の領域に分類して表
示されます。

検索結果に返された項目を表示するには、次の手順を実行します。

1. 項目に表示されたリンクをクリックします。

2. ブラウザ・ウィンドウに項目が開かれた後、検索結果に戻るには、ブラウザの「戻る」「戻る」「戻る」「戻る」
ボタンをクリックします。
示 6-1
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